
指標 

（厚労省共通指標・DPC 指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子
a．分母のうち投与開始初日に血液培養検査を実施した数 

b．血液培養オーダが 1日に 2件以上ある日数（人日） 

分母
a．広域抗菌薬投与を開始した入院患者数 

b．血液培養オーダ日数（人日）
※抗 MRSA 薬、カルバペネム、ニューキノロン 

収集
期間 1ヶ月毎  

調整
方法

17 血液培養の実施 Ａ）広域抗菌薬使用時の血液培養実施率 
Ｂ）血液培養実施時の2セット実施率 

血液培養は1セットのみの場合の偽陽性による過剰治療を防ぐため、2セット以上行うことが推奨されている。

A  最小値 10.00 25％値 27.23  中央値 35.06  75％値 43.11  最大値 61.54 

B  最小値 74.49 25％値 84.63  中央値 92.03  75％値 95.42  最大値 98.65 

回答病院  60施設 

18A 

治療開始時の血液培養採取割合は高いと思われますが、持続菌血症のリスクが高くない病態での耐性菌検出

時など、広域抗菌薬への変更時には必ずしも採取の必要のない場合があります。従って、経験的投与における

広域抗菌薬の使用割合に影響を受けますので、自院でもう少し詳細な状況分析を行い、それに基づいた適切な

指標値目標の設定が必要でしょう。全体的には改善傾向の見られる病院が多いと思われます。 

18B 

 小児等、患者状況によっては2セット採取が困難な場合もあり、100%が困難な場合もありますが、多くの病院

で一定の採取率が維持できています。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2020年間数値報告 

考察・分析 
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